
日 時：2026年10月6日(火)
9：30～16：30

申込締切：2026年9月8日(火)

定 員：1０名(最少催行人数6名)

推奨受講者：管理者層、リーダー候補

令和８年度 生産性向上支援訓練
オ ー プ ン コ ー ス

主催
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
東京支部 生産性向上人材育成支援センター

コース番号：051-011

＊本訓練は、厚生労働省の人材開発支援策として実施しております。
＊助成金を申請される場合の訓練コースの名称は、
「生産性向上支援訓練(管理者のための問題解決力向上)」と記入してください。

受講料
3,300円
（税込）

会 場

碑文谷酒販会館ビル3F

住所：目黒区碑文谷 4丁目24-15 

最寄り駅：【電 車】
東急東横線

               都立大学駅徒歩８分
         【バ ス】

東急バス
               碑文谷警察署徒歩１分

実施機関

（株）ウィンテルマネジメント ＜コース内容＞

管理者のための
問題解決力向上

<ホームページ>
https://www.jeed.go.jp/location/shibu/tokyo/seisansei/index.html   
<お問い合わせ先TEL>03-5638-2791

＜講師経歴＞

1991年 慶応義塾大学卒業。
同年 (株)ダイエー入社、教育訓練を

担当。
1995年 中堅スーパーにて社長室長に

就任。
1996年 営業担当取締役(店舗運

営、商品)に就任し、売上高、
粗利益高、経常利益を増加
させる仕組みを完成させる。

1997年 ウィンテルマネジメントを設立。
主に流通業、サービス業での
「バイヤー教育」 「店長教育」
「マーケティング戦略の立案」を
手がける。

＜講師＞
市川 晃久
(いちかわ てるひさ)

(株)ウィンテルマネジメント
代表取締役

組織の課題と
対応策

(1) 企業を構成する要素・マネジメントの基本
(2) マネジメントとは何か？
(3) 部下の育成のポイント
(4) 評価基準の明確化
(5) コミュニケーションの前提

問題の発見と
見える化

(1) PDCA等の基本的な分析手法
(2) 企業ブランディング、自社ブランドとは
(3) 仮説・実践・検証のサイクル

問題解決に向けた
取組み

(1) 経営層と管理職の役割の違い
(2) 自分と部下の業務の優先順位
(3) KPI（重要業績評価指標）の考え方
(4) 重要業績評価指標の活用

業務の問題解決を図るための手法を学び、管理者として必要と
なる問題解決を実行するための知識を習得します。

コース名
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